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Kamakura/Muromachi MONOGATARI 物語 ― YOMIMONO読み物

MUROMACHI OTOGIZŌSHI 御伽草子
Séc. XVII KANAZŌSHI 仮名草子

Asai Ryōi
´「浮世物語」 (A/M, p.106)

Em Kanji e katakana
Em hiragana (一休水鏡)

犬まくらa    いぬまくら 犬まくらb

KUSAZŌSHI 草双紙
Sem datas certas

Em kanji e hiragana com 

Ilustração （赤本の例）

日下開山

名人ぞろへ 藤田

ほうかの根本

SHAREBON 洒落本
Santō Kyōden

傾城買四十八手(A/M, p.113)

Séc. XVII UKIYOZŌSHI 浮世草子

Ihara Saikaku

Ejima Kiseki

AKAHON 赤本
KUROHON 黒本

AOBON 青本
- 丸仮名 -

Séc. XVIII

YOMIHON 読本 ZENKI 前期

Ueda Akinari
雨月物語

KIBYŌSHI 黄表紙
- 漢語をふんだんに -
Koikawa Harumachi

1775 金々先生栄華の夢
二巻二冊

1806 雷太郎強悪物語
十巻二冊

Santō Kyōden 最盛期

KOKKEIBON 滑稽本

Jippensha Ikku

Shikitei Samba
Séc XIX

YOMIHON 読本 KŌKI 後期

Kyokutei Bakin
南総里見八犬伝

GŌKAN 合巻
明治まで草双紙のすべて

Ryūtei Tanehiko
1842 贗紫田舎源氏38編

172冊目で絶版

NINJŌBON 人情本

Tamenaga Shunsui
春色梅児誉美



• 御伽 トギ＝相手をすること

• 草紙・冊子・草子・双紙

①綴じた書冊②仮名文の書。物語・日記・歌書の類3中古の物語から出て絵を主とした小説。

④書いてまだ整頓せぬ下書き。草案。⑤練習に使用せられるもの。

• 御伽草子

①狭義には享保頃大阪の書肆渋川清右衛門の刊行した「文正草子」「鉢かつぎ」など。

②広義には室町時代を中心に行われた短編小説の汎称。作者は多く未詳。空想的・教訓的な

童話風（必ずしもそうばかりとはいえまい。大人の童話風とでもいうのではあるまいか）の

作品。よく時代思想と世相とを反映。

• 奈良絵

室町末期から江戸にかけて奈良の東大寺・興福寺などの絵仏師が注文や商品として大量的に

書いた。手書き。

• 奈良絵本

奈良絵を挿入した一種の絵本。内容は「源氏物語」「住吉物語」などもあるが、お伽草子を

主とし、横本と縦本とがある。教養の低い読者、または婦女子を対象としたもの。金泥・銀

泥を用いた豪華な美本もあり、棚飾り本、嫁入り本とされた。



• https://hamasakaba.sakura.ne.jp/012otogi/9811/s1105d1.jpg, acesso em 20 out. 2021
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OTOGIZŌSHI 『御伽草子』

• 文正さうし

• 御曹子島渡

• 七草草子

• さざれいし

• 二十四孝

• 猫のさうし

• 一寸法師

• 横笛草紙

• 鉢かつぎ

• 唐糸さうし

• 猿源氏草紙

• 蛤の草紙

• 梵天国

• 浜出草紙

• 和泉式部

• 浦島太郎

• 福富長者物語

• あきみち

• 熊野の御本地のさうし

• 三人法師

• 秋夜長物語

『新潮日本古典集成』より 俵藤太郎物語・弥兵衛鼠絵巻

『日本古典文学大系』より28

• さいき

• 酒呑童子

• 小町草紙

• 木幡狐

• 物くさ太郎

• 小敦盛

• のせ猿さうし

『岩波文庫 御伽草子』より ・朝顔の露の宮・かくれ里

『岩波文庫 続御伽草子』より ・鶴の翁・ささやき竹・をこぜ



『枕草子』『徒然草』 仮名草子・草双紙
• 「くさ」の語は似て非なるもの、本格的ではないものの意。

• 「双紙」は絵入りの軽い読み物をいう。

• 「草双紙」の語はあまりちゃんとしてない、通俗的な本のイメージがある。

• 「臭双紙」の名があるのは再生紙を使用しているからと曲亭馬琴はいう。

• 体裁ー草双紙18cmX12cm, 10ページを一巻一冊、通常二冊から三冊で完結

黄表紙は一巻一冊

合巻は三巻、五巻などを合綴して、一遍一冊とし、100篇を超える大部のもの

もある。

• 表紙－時代によって異同がある。

• 草双紙－整版（板一枚の木版）印刷の機能を最もよく生かした出版物

最初は子供向けの絵本として誕生。

丹色の表紙が付けられていたため、赤本と呼ばれている。

• 刊行時期－正月（子供のお年玉）

• 題材ー前代の御伽草子などで聞き慣れたお伽話や童話、地方に伝わる昔話で、話の筋
は文字ではなく絵を主としてえがかれて展開。文字は漢字のほとんどない丸仮名



• 登場人物の名前・「おや、まあ」などの感嘆詞・会話の類の日常語は添え物てき
存在。字数は極めて少ない。親が絵を見ながら子供に話を作りながら聞かせると
いった性格が強い。

• その後、作者の存在感のある創作的な話が喜ばれるようになり、話の筋も絵では
なく、文字によって記されるようになる。文字の数も飛躍的に増加して、読書習
慣の乏しい庶民の大人を主たる読者とする作も生まれ、新しい都会文学の形式を
産み出す。

• 地口や洒落言葉といった言語遊戯的な表現が盛んにおこなわれたのも江戸っ子の
誕生と、方向性こそ一定ではなかったものの、江戸っ子の連帯意識のたかまりと
無縁ではなかった。

• 画工の署名があっても作者名はほとんど記載されていない。

• 滑稽本・洒落本などの江戸の町に江戸独特の文学－浮世絵が飛躍的発展をとげた
時代で、その影響を受け、1772年には三色・1775年には4色の色摺りとなった。

『枕草子』『徒然草』 仮名草子・草双紙 （続き）

宇田俊彦「解説」木村八重子 宇田俊彦 小池正胤新日本古典文学大系83『草双紙集』岩波書店 1997ｐ. 593-597



仮名草子

Narrativas em Prosa – p. 44 História da Literatura Clássica Japonesa –
Andrei Cunha e Meiko Shimon (p. 41-50) Brasil Nikkei Bungaku 59. 
Julho/2018.

秋山虔・三好行雄『新日本文学史』文英堂、2010 P.106～110

【小説】

仮名草子

浮世草子 井原西鶴

西鶴以後－八文字屋本



仮名草子
漢字カタカナ
5頁



仮名草子 『一休水鏡』
215頁上段

テキストと短歌
丸仮名



仮名草子 269、270頁



仮名草子 271頁



仮名草子
289 上・下

仮名草子
307頁 上・下



仮名草子
289 上・下

仮名草子 307頁 下



近世 浮世

• 太平の世

• 享楽すべき

中世 憂世

• 辛い世の中

• 仏教的無常観・厭世思想

浮世草子
写実的・享楽生活・好色風俗

仮名草子の後をうけて近世的な小説

最初の作品 井原西鶴（1642-1693）俳諧

1682 『好色一代男』 好色物
1685 『西鶴諸国話』 雑話物
1687    『武道伝来記』 武家物
1688 『日本永代蔵』 町人物 「長者経」1627を基に

勧善懲悪・始末

Nippon Eitai Gura de Ihara
Saikaku
https://www2.nhk.or.jp/school/
movie/outline.cgi?das_id=D000
5150079_00000

Apresentação do Pedro Malta 
sobre Ihara Saikaku
Manhã e noite



KUSAZŌSHI 草双紙 (Nihon rekishi daijiten)

Livros ilustrados do início do século XVIII a meados do século XIX na capital Edo.   

Akakohon Início: 1673-81 半紙半截(はんせつ)

Akahon com capa avermelhada voltada para mulheres e crianças. Uma história com 

um ou dois volumes finos ilustrados. Início: 1704-1711; grande produção: 1716-

1736. 大半紙半截の中本形式となり、五丁で一冊とするのが赤本の定形となった

Histórias como A batalha do macaco e do caranguejo, Sarukanigassen; O pardal da 
língua cortada, Shitakirisuzume e outras histórias da “carochinha”; de fantasmas.

1748-1764: Kurohon, também ilustrados.

1744: pelos Aobon. Inclui o público adulto. 

1806: Kibyōshi; Gōkan

Controle do Governo. Kibyōshi é um termo literário que se fixou pós-Meiji, antes 

chamados de aobon, kusazōshi, ezōshi, etc.
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Supõe-se que havia um título no espaço à 
direita, diferente do que está na “capa” e que 
foi impresso após o seu apagamento.
Essa parte corresponde à Introdução. 

題簽 (だいせん) ふだ、見出
しなどを書くもの

（続き）
日下開山

名人ぞろへ 藤田
ほうかの根本



（続き）
日下開山

名人ぞろへ 藤田
ほうかの根本



（続き）
日下開山

名人ぞろへ 藤田
ほうかの根本



（続き）
日下開山

名人ぞろへ 藤田
ほうかの根本



1. Do português “mirra”. 
Conservante que se usava para 
manter os cadáveres no Egito, e, 
por extensão, a múmia. Chegou ao 
Japão pelos holandeses e fez muito 
sucesso entre 1661-1681. De 
origem vegetal, acreditava-se que 
era feito do próprio cadáver. Foi 
muito usado na composição dos 
haikai da Escola Danrin. 

（続き）
日下開山

名人ぞろへ 藤田
ほうかの根本

Omitidas as duas 
páginas anteriores 四・五



草
双
紙

黒
本



草双紙 黒本 熊若物語

CAPAS  Vol. I, II e III – Apenas o Título e o registro de que é nova edição Desenho na parte 
superior é uma fênix. A parte inferior é paulovnia usada para enquadramento.

Marcas apagadas da edição

V.III ermitão gerando 
um vento sinistro, com 
o “rosário”, para atrair o 
barco, e Ashinmaru.

V.II Norisada em pé, com traje a rigor 
e chapéu de samurai, repreendendo 
Tameaki sentado perto a um tanzaku
com poema waka.

V. I - Imperador Godaigo
e Kamikazura com um 
quimono de gala.



熊若物語

草
双
紙

黒
本

O título Kumawaka tem 
origem em Ashin, tomo II 
de Taiheiki. É o nome de 
Hino Kunimitsu (1319-63) 
quando criança.



草
双
紙

黒
本

熊
若
物
語



熊
若
物
語

草
双
紙

黒
本

踵
（
く
び
す
）
を
回
（
め
ぐ
）

ら
す
べ
か
ら
ず
。
そ
つ
と
も
御

気
遣
い
あ
ら
れ
ま
す
なResidência com cerca de 

palha e hajitomi. 
資(Hino Suketomo) conversa 
sobre o bushi a ser 
contratado, mostrando a 
ordem do imperador e 
mostrando sua lealdade.
尹 In e outro nobre sem 
identificação.
O bushi則veste um 
quimono com estampa igual 
de 常葉駿河則貞 na 
ilustração 六. Essa 
personagem é 六波羅（武
家）方. Seria erro de 
indicação do autor?
A sujeira no rosto é da 
própria matriz.
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p.2 de 6páginasp.3 de 6páginas

漢楊宮 中
p.７ a 12

漢楊宮 下
p.13 a 18

p.1 de 6páginas

漢楊宮 上
p.１ a ６
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